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 秋田駅には、奥羽本線、羽越本線、田沢湖線の在来

線に加え、秋田新幹線の終点でもある。秋田新幹線は

新幹線とはいっても、フル規格の線路を走るのは、東

京～盛岡間だけで、盛岡～秋田間は在来線の田沢湖線

と線路を共有している。いわゆる「ミニ新幹線」と呼

ばれる方式である。 

 
 秋田駅に停車している新幹線も、確かに車両は新幹

線だが、普通の在来線ホームに停まっている列車と雰

囲気は同じだ。同じ線路を走る田沢湖線の普通列車は、

新幹線と同じ線路を走れる、特別な台車の電車が使わ

れている。 

 
 角館までは 45 分ほどで着いた。この駅も新幹線と

在来線共有だが、改札はホームにそのままつながって

いて、まるで東上線の小川町駅のようだ。一見新幹線

の駅には見えない。 

 
 さすがは「武家屋敷」で有名な角館である。駅舎も

武家屋敷風で、なかなか風格が感じられる。雰囲気が

信州の小布施駅に似ていると思った。 

 
 角館駅から「武家屋敷通り」までは 1km もないの

だが、帰りの秋田行き新幹線まで 1 時間半しかなく、

武家屋敷通りそのものも結構長いので、自転車を借り

ることにした。自転車があると、行動範囲がぐっと広

がるのだ。一回 300 円で、荷物も預かってもらえる。

コインロッカーよりもお得だ！ 

 
 駅前から武家屋敷通りに向かう、メイン・ストリー

トは閑静な商店街という感じで、これもどことなく埼

玉の小川町に似ている。電動ではない自転車だと、ゆ

るい起伏もよくわかる。観光客は結構多かった。 


